
米子市福生中学校区算数・数学数量関係領域の力をつけるカリキュラム

【たすのかな　ひくのかな】
○演算を決定した根拠を説明しようとしている。
【どんな計算になるのかな】
○数量の関係を適切に捉え、筋道立てて考えようと
している。
【かくれた数はいくつ】
○乗法や除法の逆思考の問題で、数量の関係を線分
図や関係図に表し､乗除の関係を見抜いている。
【□を使った式】
○□を使った式の□にあてはまる数の求め方を考え
ている。
【もとの数はいくつ】
○順に戻して考えることのよさに気づいている。
【変わり方】
○表や折れ線グラムなどに表す活動を通して２量の
関係を見抜き、○、△などを使って式に表してい
る。

未来へひろがる
数学２
P.50～81

未来へひろがる
数学３
P.80～105

未来へひろがる
数学２
P.50～81

未来へひろがる
数学３
P.80～105

【たすのかな　ひくのかな】
○問題を読み､何算になるかの判断をしようとして
いる。
【どんな計算になるのかな】
○筋道立てて考えるよさに気づき、進んで取り組も
うとしている。
【かくれた数はいくつ】
○問題解決の際、乗法や除法に関する知識や技能を
用いようとしている。
【□を使った式】
○□を使った式の□にあてはまる数の求め方を考え
ようとしている。
【もとの数はいくつ】
順に戻して考えることに関心を持ち、進んで問題に
取り組もうとしている。
【変わり方】
○作って変わる2つの数量を、表、グラフ、式にか
いて調べようとしている。

関
心
・
意
欲
・
態
度

わくわくさんす
う1　P.116

わくわく算数2
上　P.62

わくわく算数3
上　P.50
   　P.110
わくわく算数3
下　P.98

わくわく算数4
下　P.34

【平均とその利用】
○大きさの違う数量について，それらをならした大
きさを調べようとしている。
【割合】
○割合の表し方について関心を持ち，百分率につい
て調べようとしている。
【文字と式】
○数量の関係を文字をつかってあらわそうとしてい
る。
【比とその利用】
○２量の割合を２つの数を使って表す仕方を調べよ
うとしている。
【比例と反比例】
○一方が増えると他方が増えたり減ったり２つの量
について調べようとしている。

【変化と対応】
○様々な事象を比例，反比例などでとらえたり，
表，式，グラフなどで表したりするなど，数学的に
考え表現することに関心をもち，
意欲的に数学を問題の解決に活用して考えたり判断
したりしようとしている。

わくわく算数5
P.138

わくわく算数5
P.168

わくわく算数6
P.32

わくわく算数6
P.78

わくわく算数6
P.128

未来へひろがる
数学１
P.96～125

【一次関数】
○様々な事象を一次関数としてとらえたり，表，
式，グラフなどで表したりするなど，数学的に考え
表現することに関心をもち，意欲的に数学を問題の
解決に活用して考えたり判断したりしようとしてい
る。

【関数ｙ＝ax２】

○様々な事象を関数 y ＝ax２などとしてとらえた
り，表，式，グラフなどで表したりするなど，数学
的に考え表現することに関心をもち，意欲的に数学
を問題の解決に活用して考えたり判断したりしよう
としている。

未来へひろがる
数学２
P.50～81

未来へひろがる
数学３
P.80～105

思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力

・具体的な事象の中から二つの数量を取り出し，それらの変化や対応
を調べることを通して，一次関数について理解するとともに，関数関
係を見いだし表現し考察する能力を養う。
・具体的な事象の中から二つの数量を取り出し，それらの変化や対応

を調べることを通して，関数y=ax2について理解するとともに，関数
関係を見いだし表現し考察する能力を伸ばす。

・場面に即して適切に演算を決定し、立式の根拠を説明する。
・３要素２段階の順思考と逆思考の複合問題を解決することができ
る。
・乗法や除法の逆思考の問題を解くことができる。
・未知の値を含む数量を□を使った式に表し、□にあてはまる数を求
めることができる。
・３要素２段階の問題を順にもどして考えて解決することができる。
・伴って変わる２つの数量の変化の様子を票や折れ線グラムにかいて
調べたり、それらの関係を○、△を使って式に表したりすることがで
きる。

目標

基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識
・
技
能

学
　
　
習
　
　
内
　
　
容

わくわくさんす
う1　P.116

わくわく算数2
上　P.62

わくわく算数3
上　P.50
　  P.110
わくわく算数3
下　P.98
わくわく算数4
下　P.34

【平均とその利用】
○平均の意味に基づいて，いろいろな場合の平均を
考えることができる。
【割合】
○もとにする量を１００として表す割合について考
えることができる。
【文字と式】
○ｘ，ｙを使って式に表す仕方を考えることができ
る。
【比とその利用】
○２量の割合を２つの数で表す仕方を考えることが
できる。
【比例と反比例】
○変化と対応の観点から比例と反比例をとらえ，比
例と反比例の式を考えることができる。

【変化と対応】○比例，反比例などについての基礎
的・基本的な知識及び技能を活用しながら，事象を
見通しをもっ て論理的に考察し表現したり，その
過程を振り返って考えを深めたりするなど，数学的
な見方や考え方を身に付けている。

わくわく算数5
P.138

わくわく算数5
P.168

わくわく算数6
P.32

わくわく算数6
P.78

わくわく算数6
P.128

未来へひろがる
数学１
P.９６～１２５

【一次関数】
○一次関数についての基礎的・基本的な知識及び技
能を活用しながら，事象を数学的な推論の方法を用
いて論理的に考察し表現したり，その過程を振り
返って考えを深めたりするなど，数学的な見方や考
え方 を身に付けている。

【関数ｙ＝ax2】

○関数y＝ax２などについての基礎的・基本的な知
識及び技能を活用しながら，事象に潜む関係や法則
を見いだしたり，数学的な推論の方法を用いて論理
的に考察し表現したり，その過程を振り返って考え
を深めたりするなど，数学的な見方や考え方を身に
付けている。

【一次関数】
○一次関数の関係を，表，式，グラフを用いて的確
に表現したり，数学的に処理したり，二元一次方程
式を関数関係を表す式とみてグラフに表したりする
など，技能を身に付けている。
○事象の中には一次関数としてとらえられるものが
あることや一次関数の表，式，グラフの関連などを
理解し，知識を身に付けている。

【関数ｙ＝ax2】

○関数 y＝ax２の関係な どを，表，式，グラフを用
いて的確に表現したり，数学的に処理したりするな
ど，技能を身に付けている。

○事象の中には関数y＝ax２などとしてとらえられ

るものがあることや関数y＝ax２の表，式，グラフ
の関連などを理解し，知識を身に付けている。

段階 具体的なものを通して考える段階 論理的・抽象的思考へ移行する段階

【たすのかな　ひくのかな】
○加減の場面の違いを理解している。
【どんな計算になるのかな】
○場面に即して適切に演算を決定し、計算してい
る。
【かくれた数はいくつ】
○順思考と逆思考の複合問題の解き方を理解してい
る。
○順思考と逆思考の複合問題を線分図などに表し
て、解決している。
【□を使った式】
○乗法と除法の相互関係を理解している。
○乗法と除法の逆思考の問題を、線分図や関係図を
かいて解いている。
○未知の値を含む数量を□を使った式に表したり、
□にあてはまる数を求めたりしている。
【もとの数はいくつ】
○順に戻して考えて解決する仕方を理解している。
○要素間の関係を図に整理し、順に戻して考えてい
る。
【変わり方】
○２量の変化を調べたり、関係を表したりするの
に、表、折れ線グラフ、○、△を使った式を用いれ
ばよいことを理解している。
○２量の変化の様子を表や折れ線グラフにかいて調
べたり、それらの関係を○、△を使って式に表した
りしている。

わくわくさんす
う1　P.116

わくわく算数2
上　P.62

わくわく算数3
上　P.50
　p.110

わくわく算数3
下　P.98

わくわく算数4
下　P.34

【平均とその利用】
○平均を求めたり，平均から全体を求めたりするこ
とができる。
【割合】
○百分率で表したり，百分率を使ってくらべる量や
もとにする量を求めたりすることができる。
【文字と式】
○文字を使って数量関係を表し，ｘやｙの値を求め
ることができる。
【比とその利用】
○量の割合を比で表したり，比の値を求めたりする
ことができる。
【比例と反比例】
○比例や反比例の関係を表にかいて調べたり，式や
グラフに表したりすることができる。

【変化と対応】
○比例，反比例などの関数関係を，表，式，グラフ
などを用いて的確に表現したり，数学的に処理した
りするなど，技能を身に付けている。
○関数関係の意味，比例や反比例の意味，比例や反
比例の関係を表す表，式，グラフの特徴などを理解
し，知識を身に付けている。

わくわく算数5
P.138

わくわく算数5
P.168

わくわく算数6
P.32

わくわく算数6
P.78

わくわく算数6
P.128

未来へひろがる
数学１
P.96～125

・平均の意味を理解し，いろいろな平均を求めることができるように
する。
・割合の意味について理解し，小数や百分率を用いて問題を解決する
ことができるようにする。
・文字のよさを理解し，文字を使って数量の関係を式にあらわした
り，式を読んだりできるようにする。
・比の意味を理解しそれを用いて２量の割合を表すことができるよう
にする。
・伴って変わる２つの数量の関係を表にかいて調べ，比例や反比例の
関係を使って問題解決ができるようにする。

・具体的な事象の中から二つの数量を取り出し，それらの変化や対応
を調べることを通して，比例，反比例の関係についての理解を深める
とともに，関数関係を見いだし表現し考察する能力を培う。

論理的・抽象的思考を確実に行う段階

小学校低学年 小学校中学年 小学校高学年 中学校1学年 中学校2学年 中学校3学年

課題：関数についての知識・理解及び技能の力が十分でな
く，自分が考えたことを説明する力に課題がある。

改善の視点：前期では、日常的な問題を解決する学習経験を積み，気づいたことを説明す
るようにする。中期では，関数関係にある２つの量を見いだし表に整理することを中心に
して、日常的な問題を解決し説明するようにする。後期には、表、式、グラフを問題に即
して相互に関連づけながら活用し、説明できるようにしていく。

前期 中期 後期


